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池

基

生
摩
力
擴
充
ぬ
問
題
は
先
づ
技
術
の
.問
題
に
は
じ
ま
り
、
そ
む
亡
結
局
は
故
術
办
間
韻
に
於
い
て
解
決
さ
れ
る
と

4
は
い
ふ
ま
で
も 

な
い
。
现
^
波
術
が
ク
し
か
も
單
な
石
自
然
科
學
的
致
童
味
’に
於
い
て
^
は
な
く
、
農
業
生
齋
に
つV

て
い
へ
ば
*
そ
れ
が
農
業
經
營 

の
ぅ
ち
に
於
い
て
具
體
化
さ
れ6
形
に
於
い
て
バ
吼
題
と
さ
れ
な
ホ
れ
ば
な
ら
な
い
所
以
で
ぁ
る
。

と
こ
ろ
で
> 
從
來
わ
；が
國
徵
業
技
術
に
つ
い
て
ょ
る
べ
き
资
料
卜
し
て
は
、
濃
林
省
農
獄
局
の

「

水
陸
稻
耕
種
'要
.」

が
ぁ
つ
た
。
こ 

气
は
各
府
縣
別V

 ( 
0

0

^
.
の

地

理

的

條

件

が

非

.®
に

異

&つ
‘ャ
ゐ
る
場
合
に
は
、
更
に
そ
れ
、が
幾
つ
か
の
地
域
に
わ
け
ら
れ
て
ゐ 

る)

>そ
.め
^
方
1
狡
比
1了
は
れ
‘て
ゐ
る
品
種
、.獎
勵
品
種
、
そ
レ
等
の
品
種^;
ょ
る
施
肥
量
、
'施
^
^
そ
れ
他
の
栽
培
方
法
等
、
所
謂 

耕
種
方
法
に
つ
い
.て
詳
述
し
た
も̂

で

、

，
い

は

^

技
術
を「

耕
種」
ひ
面
か
ら
見
た
も
の
で
ぁ
つ
た
。

(

*
o勿
論
、
こ'の
や
ぅ
、な
而
か
ら 

技
術
を
と
り
ぁ
げ.る
，こ
と
^'
わ
！
が
國
の
^

^
技
術
.の
發
崔
が
<反
歡
收
量
.？
增
大
と
い
ふ
線
に
‘そ<1
)
て
、
品
種
改
汽
肥
料

^
ら
ぴ
に 

施
，肥
法
の
^
^
と
い
ふ
面
を
通
じ

y

行
は
れV

き
た
と
い
ふ
，̂i

か
ら
I

V
、々

Q

意
義
決
し
て
す
く
な.し
と
は
な
し
得
な
い
。
し
か 

し
な
が
ら
、
農
業
挟
術
は
、
こ
れ
錄
•の
栽
，培
方
法
自
體
も
つ
ね
に
特
定
の

•勞
働
作
業
だ
は
t
れ
て
ば
存
在
し
，得
な
い
と
い
ふ
點
か
ら
す

る

な

ら

^

具

體

的

に

は

農

業

經

營

に

‘於
け

る

勞

膨

過

程

の

上

か

ら

問

題

ど

し

'て
み

る

必

要

が

あ

つ

た

の

: e.
あ

る
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そ

し

て

V
、
そ

の

や
 

ぅ

な

點

か

ふ

の

農

作

業

の

充

分

な

理

解

に

資

し

得

る

や

ぅ

な

资

料

は

|

前
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婴

綱
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ら
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の

ぎ

、干

を
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る

ヒ

と

は
 

出
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る

，が

、

^—
s

i.

は

い

ま

ま

で

^

か

o '
た

の

で

あ

る

。

從
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帝

國

農

# !
か

ら

、

同

會

g
l

,a
つ

て

き

た

米

坐

產

費

の

調

蜜

に

附

隨

し

て
 

「

稲

作

作

業

別

赞

働

す

關

す

る

調

査

」

が
.
每

年

發
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て
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る

が
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れ
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明
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か

に
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つ
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つ
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、.水
^
稲
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a

戕
掛
方
法
改
善
に
鹜
甘
ム«
す
る
«
こ
ろ
に
あ〕

る
-̂
思
は
れ
る
0
.先
年
、
问

_

農̂
淋
教
農
務
局
綿
鹱
に
，か\'
る
尨
火
な
.る「

水
陴
粑
耕
_
改
善
甚
準』

六
册
，が
刊
行
々
れ
た
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ぅ
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要

望

に
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も

帝

國

農

會

が

こ

の

.

査
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行

つ
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直

接
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意

圃

は

共

洞

作

業

め

積

極

的

な

促

進
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對

ナ

在
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を
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へ

/
ょ

ぅ

と

亡

吝

に

あ

0
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の
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く

で
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る

ヵ

闸

「

調

赍
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氤

は

次

の

や

ぅ

(

に

述

‘
べ

* t
ゐ

る

ゥ

”'

:

,
,
'
'

,
,

「

戰
時
下
農
業
性
產
のIt
f
.持
確
他
は
V食
糧
竝
に

X

業
原
料
用
と
し
，て
，農
村

1

ぎ
す
、る
讓
の
至
上
命
令
で
あ
る

0

加
之
高
度
國
防
體 

制
確
立
'の
載
礎
要
件
と
，し1

軍
霞
乾
業
を
樞
軸
と
す
る.̂
;
業

部

掘

に

於

け

’
る

龙

大

-̂
る

生

產

カ

瘸

充

が

積

極

的

道

程

忙

.あ

る

今

日

に 

於
て
、.益
々
增
大
す
ん
所
灯
ガ
業
赞
務
員
の
食
糧̂
に
エ
業
原
料
办
補̂

忙
亂
き
禮
漏
な
か
ら
し
む
る
像
に
は
、
M
に
農
業
生
產
力
の 

積
極
的
擴
充
强
化
“

こ

そ

が

新

し

、
い

脚

光

, 5
:

浴
び
.て
.前
景
に
進
出
せ
^.
る
を
得
な
い
56
-

で
あ
る
0」

そ
し
て
こ
の
や
ぅ
な
默
か
ら「

今
や
從 

,

來
'

の
.

♦

:
勞
働
集
約
經
營
は
，全
面
的
に
#
.
檢
时
を
' #

«

さ
れ
、1 1

て
史
@ 3

的
_で
あ
つ
た
土
地
生
.

, *

觀
は
勞
働
生
鹿
カ
觀へ
と
移
行
し
、 

勞
働
生
產
性
向
'上
ごそ
總
座
產
量
の
、積
極
的
增
大
へ
め
道
程
と
し
て
理
ぎ
名
各
べ
き
ゼ
あ
つ
て
、

故
に

.

農
.霞
共
同
作
業或
•は
‘農
業
機
秘 

化
.の
现
論
的
揭
據
が存
す
る
の
で
あ
，
^

。

」
「
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働

坐

產

粗

向
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ょ
る
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^
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く

、
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農
會
は
砑
和
十
三
年
以
漱
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行
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•
 

.農
業
共
同
作
業
の
指
輝
獎
，勵
を
全
國
的
に
展
開
し
、
昍
和
十
五
年
.度
に
於
て
ゅ
指
定
紺
合
十
31

离
を
數
.ふ
る
.に
至
り
農
家
組
合
の
過
平 

數
^

舟
む
る
^

茧
‘つ
大
の
^

あ
る
。
廓
變
の
推
移
は
今
や
、
本
運
微
の
外
延
的
，普
及
政
策
をt

轉
し
。
內
面
的
渗
藤
政
乘
を
必
須
と
す 

ベ
.き

狀

態

.
に

ま

で

.進

展

し

來

つ

.‘て

ゐ

る

ひ

で

あ

る

o

玆
に
於
て
共
同
作
業
の
現
段
階
に
合
.理
性
を
附
與
す
る
爲
忙
は
、
農
作
業
の
合
理 

'化
と
生
靡
手
'段
の
一
尚
度
化
と
が
積
極
的
に
導
入
さ
れ
ね
、ば
な
ら
な
い
、の
で
あ
る
。」

r

斯
る
見
地
に
立
つ
、て
各
地
方
に
遺
制
的
に
存
布
す
'
 

る
農
作
業
惯
行
明
ら
か
に
し
、
之
忆
科
學
的
臉
討
，を
加
•へ
て
積
極
的
に
合
理
V
化
す
る
と
共
'に
、
該
慣
l
-r
r

の
纸
趄
せ
る
契
機
I

社
會 

經
濟
的
竝
に
自
-̂

的
原
因
I

、の
1

究
，の
如
き
も
ボ
員
業
^

度
#

へ
‘
の
前
進
寸
あ
各
。
1-
:

•

..

右
に
於s

'
y

陳
農
#'
が
.本
慣
行
調
奢
と
り
あ
げ
知
意
圖
な
ら
说
に
意
義
は
金
バ
明
ら
か
で
办
ら
ぅ

0
こ
0
調
查
書
は
元
々「

農
業
共 

fr
l
l作

業

叢

，傲

J

第
十
七
輯
と
し
ヤ
刖
行
さ
れ
た
冰
の
で
あ
つ
た
。.

.

へ

'
. 

’ 

■ 

'

.

.
こ
ゐ
，調
奄
#'
*
は
，同
農
會
が
右
の
や
ぅ
な
贫
圖
の
.
下

に

、
，
道
'»

鰥
齋
#

に
ぞ
ゎ
調
嵛
を
蕖
囑
し
、
そ
6

#
^
を
帝
國
農
會
に
於
い
て
編 

铒
し
た
も
の
で
あ
る
が(

福
島
、
.神
奈
川
、
' 
島
极
、
山
ロ
、.、長
崎
は
未
報
幾
の
‘た
办
.除
外
さ
^;

て
ゐ
る)

、
ま
づ
.帝
國
農
會
が「

調
沓
榇 

>
式
の
大
» ;
1'

ポ
1

，
道
府
縣
の
實
狀
に
應
じ
で
取
捨
選
，擇
の
上
#

^

重
要
な
.，る
農
作
業
に
付
調
査」

”
さ
^

た
結
果
、
、調
査
樣
式
が
各
府 

,§

'々 

で
あ
'0

て
、‘
'

1較
檢
討
に
俾
為
ら
ざ
る
の
ろ
ら
み
が
あ
つ
，た
0.
•勿
論
、
俞
述
の
如
く
、'
從
來
己
の
種
の
憤
行
.に
つ
い
て
は
ょ
る 

•べ
き
的
確
t

る
資
料
が
な
か
つ
義
け
に
、.
そ
れ
はn

,
.

疆

明

的

，f

の
卜
で
は
あ
つ
、た
^

双
上
れ
や
ぅ
な
"
調
査
自
體
の
も
つ
不 

備
I

に
、
_

編

匕

て
•
.之
が
內
責
關
し
加
I

說
し
て
.

…

，i

る

豫

奪

產

記

I

I

局
刊
行
を
み
る
に
至 

.ら
な
か
つ
友
の
.
で
！

：

へ

-

.

;

. 

’ 

H
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'

こ
の
程
刊
行
さ
れ
た
昭
和
十
六
年
度「

農
作
蒸
衢
行
亂
本
じ
は
，、
昭
和
十
四
年
度
調
爽
に
'於
け
，る
以
上
の
ゃ
ぅ
贫
不
銃 

一
I

K
IH

し
，
、

-

B

つ
調
茶
项
‘目
4

補
.売
，し
-
て
、
そ
れ
上
マ
曆
完
備
し
^

t

の
た
ら
し
め
よ
ぅ
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
のk

的
•と
す
る
と
こ
ろ 

も
、‘
.昭
和
十
四
年
度
の
S

が
，共
同
作
-業
，の
議
ど
い
.ふ
•直
嗤
的
な
意
圖
に
立
P

て
，
ゐ

た

の

に

對

し

て

.、

.
「

農

作

業

憤

行

は

農

業

技

術

の 

發

達

め

水

準

を
.*

も

具

體

的

に

示

，
す

も

の

で

、
あ

る

」

と

い

ふ

觀

點

か
^
 

V

一
 

狀

に

農

作

業
'«

行
.を
通
じ
て
農
業
技
術
の
.具
體
的
な
理
解
、
 

な
ら
に
そ
の
發
達
向
上
の
^

;®

の
基
礎
資
料
た
ら
し
め)

よ
ぅ
と
し
'た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、「

一
般
的
に
我
が
國
農
業
は
土
地
生
^
力 

に
基
調
を
置
く
獨
特
の
.發
達
を
示
し
農
業
技
術
も
又
之
：に
照
應
しV

.

勞
働
集
約
的
な
ら
ざ
名
を
得」

ずT

徒
つ
て
品|§

改
良
、施
肥
改
管
.
 

等

栽

焐

挾

術

：
の

發

達

顯

箬

な

芩

反

面

、

'-
/
作
業
技
術
は
第
1
.

〕

_

的
，に
.
.の
み
扱
柁
れ
そ
の
發
達
は
_

め

て

俄

位

な

る

、
こ

と

贊

«.
を

要

し

な

い 

とV

.ろ
で
.■あ
る
9
ソ
か
ゝ
i

技
術
-の
偏
，倚せ
ネ

發

達

は±
地
生
®

力
の
發
S

そ
の
も
の
を
制
約
す
冬
忙
至
る
懼
れ
な
し
と
し
な
\̂
-
-
0

」
「

又 

か
-̂

る
我
が
國
_農
橥
技
椒
の
發
達
の
1

樣
を
.各

地

域

に

つ

、
い

て

®-
-
れ
妒
、
自
然
的
^
情
の
叙
興
及
と
れ
と
皆
合
す
る
社
會
的
經
濟
的
諸 

條
作
と
の
種
ミ
な
る
組
合
せ
に
よ
つ
.て
複
眼
な
る
地
^
:g

特
徵
t

虽
し
て
ゐ
み
。」

「

今
や
调
.を
擧
げ
て
食
糧
增
靡
の
要
望
さ
れ
て
ゐ
る 

と
き
、
し
，れ
等
各
地
域
の
農
作
，業
街
行
の
實
態
，把
掴
バ
上
に
農
業
撖
術
の
.新
た
な
，る
發
瘙
を
象
る
の
要
今
日
よ
り
大
な
る
ル
な
い
。
蓋
-
 

し
農
業
技
術
の 
向
上
は
農
鼗
生
ま
.發
展
の
直
^

的
契
機
た
る
も
の
.，で
あ
る
^

ら
で
あ
名」

0(「

例
言」

〕

0
, 

、

/

こ
の
調
夜
方
法
'は
帝
國
農
會
に
於
い
て
.作
成
し
た
調
赉
樣
式
に
も
.と
づ」

き
>

郡
市
農
會
が
そ
の
管
内
を
鄙
莶
し
、
道
府
縣
農
會
は
別
. 

に
命
^

農
,#

に
於
い
て
-#

成
し
た
集
訏
靡
式
に
-̂

つ
て
こ
れ
を
郡
市
別
に
集
評
、
と
れ
を
'更
に
帝
國
農
會
に
.於
い
て

璧

集

¥

る
と 

い
ふ
方
法
が
と
ら
れ
て
ゐ
る
。
と
.の
-̂

及
は
"
昭

和

十

卧

苹

度

の

調

杏

；
書

の

B

5

判
ニ
一 

九
頁
に
對
し
て
、
八
-5

判

全

六

部

總

頁

一

一

、
九

三

、
 

八
軍
0

^

大
な
る
調
査
«

と
し
て
刊
行
さ
れ
.る
に
至
っ
た
。
脚
.̂
;

第

I

部

ば

北

，海

道

、

-
束
北
編
、*‘
第
！'1.

部
は
關
氣
觸
、
第
三
部
は
北 

、睦
、.
取
‘山

編

第

四

部

摄

海

、
.近

翁

、
第
五
部
比
中
國
：
四
國
編
-

第
六
部
は
j

州
、
沖
繩
編
が
^:

さ
め
ら
れ
て
ゐ
'る
C

,

、- 

t 
.、

こ
5

_

.查
書
が
ど
の
ゃ
ぅ
念
風
に
刺
用
き
れ
得
る
か
を
み
'る
た
め
に
、
そ
の
調
莶
齡
象
な
ら
び
’に
調
丧
項
目
を
あ
げ
て
み
れ
ば
次
の 

_

 

、-.昭
承
十
六
平
度
’
農
.作
業
似
行
翻
态
し 

• 

/
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3「

七
ヒ
五
ノ
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農
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業
憤
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六〕

如
乂
で
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i
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.調
液
對
象
作
物
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稻

(

か
稻
i

s
、
麥(

大
麥
•小
f :
锞
麥
無
麥〕

.

、

，
■

.

S

 

調
莶
項
目
' 

-

\

-
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V
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作
付
面
貌
取
反
常
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、
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' 

ニ
'
水
.
稻
■ 

, 

•

_

,

:ノ 

.

.

‘
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•

-
,

八

ノ

作

業

慣

行
、
_

•
- 

( 

: 

;/ 
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• 

,

、
 

.
— 

： 

. 

.
,•

■

, '

■
'

.

,

(

ィ)

苗
代
！

歡

期

興

始

期
^:
期
•期
間)

、‘
®
代
形
興
通
苗
代
•
水
苗
代
^

衷
苗
代
•
_苗
代)

、
、坪

當

播

種

量

，
管
 

: 

'理
方
法(

共

同

茴

代

*
集|:
-
田
代
*
個
人
苗
6-
.
ハ
藥
_
瓛
布(

撒
布
.盤

^

,、
.反
當
胂
歟
人
員
C

劑
撒
布
•苗
取
.り)

•

,

• «)

直
播—

#
酿
期
烟c
始
期
•終
期
•期
間y

面
積
\
反
當
播
種
所
要
人
員.
、

.

> 

'

C

C
.

耕

起

整

地

ト

緋

起(
人
カ
ム1

ョ
ル
モ
ノ 

•畜
ガU

ョ
ル
モ
ノ〔

牛
•
馬〕

—

働
耕
■転

機

，一
ョ
ル
モ
ノ

)

い
整
地
•
代
搔
、 

(

虫
ト
シ
テ
人
力
二
ョ
ル
モ
ノ
 

•畜
力
.
土
機
一
一
.ョ
ル
モ
ノ〔

在
來
馬
縱
尸
ョ
ル
モ
ノ
 

•改
岚
馬
鍬(

闾
轉
式〕

,ー
3
ル
モ
ゾ
y
、

.

以
上
の
面
積
な
ら
び.に
割
合
、
反
當
所
要
人
員
：內
譯
同
上
分
類
に
同
じ

)

.

-

,,

' 

■
■

(

»)

揷
秋—

挿
秋
期
問
、
•#
秋
，方
敗(

繩

張

ュ/3
!

ル

法ft
M

^

m
 

•

横

繩

於

準

〕

•型
付
法
へ
後
進.
#前
進
法
W
•
定

規
- 

ョ
ル‘
法
。格
子
斤
ョ
ル
法
•亂
雜
植
•
不
整
地
植)

、
こ
の
面
橫
及
び
割
合
、
同
上
の
分
類.に
•ょ
る
‘反
當
所
要
人
員
、
一
坪
株
數
な
ら
び
に 

そ
の
多
少
に
ょ
夺
所
耍
人
員
 

V 

>
\ 

■ 

; 

,
 

‘ 

.

.,

(

ホ)

rf
t
耕
I
孰
、
-：

中
耕
除
草
方
，法

t

人
力
一 

> 
ル
モ
7-(
雁
爪
ヲ
合
A

V田

打

車

，
一
一
ョ
ル
モ
ノ

 
•
畜
力
除
萆
機
一
一
日
ル
モ

.
ノ
；

T

同
上
反
當
所
翦
人
員
、
中
耕
除
取
囘
數

(

商
數
別
に
ょ
る
面
積
な
ら
认
に
细
合

)

.

-

•

ノ (

0

刈
漱
、
、

燥
一7
-列
取
期
赃
，
刈
取
方-'
^

縱
例
列
&.
-?
!
|列
.亂
雜
^,
、
刈
取
1鲁

方

法(
列
取
ト
結
束
ト
ヲ
連
續 

,〔

別
藁
、

ョ
ル
結
束*友
藁
ラ
ョ
ル
結
束'
>刈
取
ト
-結
束
>

ヲ

分

離

〔

雙

产

ョ

，
ル
結
，束

*

友
-
^
'ョ
ル
結
束5
*

)

、
ノ
大
サ(

小
束
•大
束
‘

•»
淑))

、
乾
躲
方
法(

敗
架
•棒
架
•鴻(

小
賴
>
數
把
立
4-
乾
，
其
他)

\同
.上
戾
當
所
1
人

見
<,」

、
‘ 

,

.
?

v
脫
穀
f

脫
澈
期
問
、
脫
穀
場
所
別
厨
積

(

屋
押
•屋
外〔

園
場
•庭
先
；

P
、

脫
榖
方
法(

人

力
-
ョ
•ル
.モ
ノ〔

手
齒
极
★
手 

•

.廻
•足
踏〕

•畜

力H

ョ
，ル
モ
，ノ
 
•
水
力
ニ
ョ
ル
モ
，ノ〔

水

車

•
ク

ー

ビ

ン

V
動
力
ン
ー
ョ
ル
キ
ノ
/~
\發
»-
衡
*-
動
機
«
、
同
上
反
當
所
要
人 

M
/
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,

ハ

-
-■/
.

ノ

\
 

*

 

-

〈

•

-
■

.
K
. .....
 

V 

.

.

. 
-

.

.

.
,3
.
.
.
- 

' 

.... 

'

:■
•,
 
.
 

.
V 

y
+
v 

+ 

.
+
v
- 

V 

.

.. 

V
V
. 

..c..

--:,:'. 

:
v
v
'
.
.
+ 

'...•./.
.•
-.
•;
..
 
....
 

、.
. 

_•. 

V
、
.. 

>

.

.
:

ぃ-.-'....-..
.
.
.
'

■
.
. V,. 

.

.

. 
. 

.

.

.

.

.

. 
;■
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^
.、
慣

霞

突「

各
郡
中
庸
農
家
め
主.要
農
作
業
別
慣
行
能
率

〕

|

勞

働

，
日

數

4
カ
使
用
日
數
，
動

ガ

使

用

日

數

,

,

三
、
陸

喟

小

麥

、
大
麥
、;«
漆
，
燕

麥

.

.

■

 

/

'

.，
：

 

'

,
'
A
'
作
.業
慣
行
1

播
種
期
間
？
盤
趣(

整
地
，播
•
不
整
地
播
キ
•

〔

平
.畦
•
高
畦
V
、
同
上
反
魯
所
要
人
員

)

、
播
種(

撒
f'
條
播
，

株
播〕

。
膝
稱
洪(

手
播
•，播
樹
.

“ー
ョ
ル
モ
弋
同
止
反
當
所
要
人'®)

。
_脫
榖
期
間
:0
1
穀
方
法
：.
<ヵ

£5
.
.ョ
ル
モ
ノ〔

手
齒
扱
•足
踏
.

f 

、
兹

•燒
取〕

•寄
力
‘

n

ョ
ル
.モ
ノ 

•水
力1

一，
ョ
ル’モ
ノ
'
.

〔

水
象
•
タ
l
e
,;s
•動
力}i.

ョ
ル
•，.モ
ノ〔

發
働
紙> 
電
動
機〕

、
同
上
反
當
所
要
人'

’
員)

/ 

V 

.:
• 

- ’ 

-

:■
.

.

-
B、
憤
行
能
率

——

#
栗
作
業
別
勞
働
日
數*
畜

ヵ

使

用

日

數

.
動

ヵ

使

用

日

數

',
V 

-

四
"
農
繁
期
慣
行
勞
働
時'間
1

始
業
時
、
休
憩
略
間

(

や
姐
;»
午
後〕〔

何
れ
.̂
,

秋
忙
分
け
て-

.

.■

’

以
上
パ
や
i
繁
雜
に
瓦
基
程
に
調
査
項
目
の
内̂
に

つ

い

て

あ

げ

た
'^
、
|*
一 

に
こ
の
調
资
が
い
か
に
■

的
で
あ
る
か
を
示
さ
ぅ
と

‘し
た
^
の
.に
.外
な
ら
な
いo 

*

:

, 

ン
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期
沏
十
‘六
年
度
^
農
作
業
憤
行
調
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i
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七
七0
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,

•.，湖
和
，十

六

卬

度

深
傲
衍
制
抱

/
'
•
:」

;■
'

: -
,
. 

:  

•
,

1

0

六

,

(

七
- 1
;
八〕

I 

•

そ

こ

で

"
ビ

の

調

查

«

り
ぅ
ち.か
ち
ニ
三
以
事
賢
を
ひ
^

ル
上
ホ
て
ノ
み
ょ
ぅ
。

い

': ^

東
#

地
方
の
米
作
地
帶
.で
あ
务
U I

形
縣
と

、
わ
'

'

が
國
稻
作
の
.最
も
撕
進
1的

，な

地

帶

で

あ

る

.
と
ざ
れ
，る
佐
贺
縣
と
>

對
比
し
て
み
る
と
、
そ
の
縣
平
均
の
S'
M

收

量

は

何

私

^

宕

三

斗
 

つ
て
’ゐ
る
が(

第一

部)

一
八
八
頁'及
，び.第
六
部
5:」

寅)

，
，
そ
：
5

‘，
そ

れ.ぞ
れ
の
最
高
の
水
^

は
"

有
の
調
査
書
；に
於
い
て
は
、
前
者
..
 

に
於
け
か
南
朴
山
郡
の
一I

石)

ハ
斗
、
後
蓉
、に
於
け
る
佐
質
郡
の
ニ
石
'九
斗
に
示
さ
.れ
，
る

や

ぅ

装

思

は

れ

，
る

。

そ
し
；
て
そ
‘
の

慣

行

的

な

能 

率
は
南
村
山
郡
.に
あ
づ
て
は
勞
锄
日
數
ニ
r

'i
I
日

•

佐
賀
郡
に
あ
つ
.て
はf

五
•
五
日
ど
な
つ
て
ゐ
る(

1

の
三
ニ
〇
頁
、
六
の
七
四

. 

 ̂

• 

\ 

7 

*

K
、

、こ

の

や

ぅ
^.
差

異

は

r

惯
行
的
農
作
業
.

」

か
ら
み
て
、
ど
の
や
ぅ
.な
黠
に
も
2
づ
く
も
の
な
の
で
あ
ら
ぅ
か
。

.

づ
^
代
.の
形
態
を
み
^

%
佐
質
郡
で
は
ぎ
部
が
水
苗
代
で.あ

り
.̂
喜
山
郡
ブ
は
な
ぼ
0
,八
^

_
通
苗
代
と
な
0
,て
ゐ
る
0
*

)

0

祈
窟
苗
代
、
，陸
荷
代
は
何
れ
の
_

に
も
み
ぢ
れ
：て
■は
ゐ
长
い
？

ま.炎
兩
郡
と
％.播

種
#-
锋
 

.

均
ょ
セ

.%

.
ー
般
.に
»

播
が
行
は
れ
.て
ゐ
る
こ
,^
於
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
と
こ
ろ
^

E

代
に
於
げ
る
藥
劑
撒
布
は
南
村
山
挪
で
は
八
0

炻
行 

'
,は
れ
て
あ
，る
の
に
對
.

し
て
、
，
依
賀
郡
で
は
，ぞ

の

撒

布

面

擠

凇

一

〇

％

に
す.ぎ
な
い
。
荷
'代
の
藥
劑
爾
布
は
東
北
地
方
-

1

般
に
行
は
れ
て 

ゐ
る
と
こ
み
で
あ
つ
て
、「

苗
代
半
作j

と
い
は
れ
て
ゐ
：る
や

ぅ.

に
、
苗
代
に
於
け
る
糖
の
生
_

が
全
收
量
に
11̂

的
為
影
#

を
も
つ
m

.

.

. 

.

.

.

.

:.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.
、
 

•

.，ン
 

：
.
:
• 

: 

. 

: 

' 

. 

r

.

-牝
地
方
に
於
い
<

は
當
然
と
考
へ
ら
れ
る
と
と
ろ
で
あ
ら
ケ
。

, 

;

■

.

S

.
沿
調
盗
锴
に
ょ
れ
ば
*
絶
來
m
北
地
方
に
於
い
て
火
き
•な
間
題
.

w

さ
れ
て
'ゐ
-た
通
货
代
.が
こ
の
'佐
贺
縣
に
も
栉
布
す
る
こ
气
か
示
さ
れ

 ̂

ゐ
ス
10

一
 一

狻
站
郡
三
〇
ズ
、
.來
松
沛
郡
九
五
'
%
'同.上
六
の
五
’四
茛)

。
ま
た
き
は
.め
て
わ
づ
かv

は
あ
る
が
佐
贺
郡
で
は
^
播
が
行
は
れ
て

ゐ
る 

U
,
. 
‘
、 

. 

■ 

——
.

\ 

,
 

: 

<

•■
■
、

：

、本
$
の
.

&
は
南
射
山
都
セ
は
五©

—
が
牛
馬
辑
―

紙

耕

顏
fc
w

l

t

o

t

l

’

佐
贊
郡
で
は
丸
尤
释
が
年
！

働
耕
耘 

■

.機

.に
，よ
、る.も
の
一
_
%、
で
、
平
馬
耕
0
普
及
.が
.著
し
，ぃ
\'
0
.代
播
t
ほ
.
.
f

'
同
樣
.の
.割
合
_で
，、.挺
寳
郡
で
は4

0

0
^
畜
力
化
さ
れ
て
ゐ
芩

の
に
對
し
て
> 
南
村
山
郡
で
は
な
ほ
五
〇
％
が
、人
カ
で
行
は
れ
で
ゐ
る
が
，
崙
カ
利
用
の
ぅ
ち
ニ
ニ
ノ
％
が

1
1
:
轉
式
改
良
馬
_
に
よ
る
も 

の
が
み
ら
れ
1
の
は
注
意
す
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。
揷
漱
は
南
村2
郡
で
は
齪
繩
菡
準
か
型
付

i

進
法
でr

佐
賀
郡
で
は
縱
繩
ま
た
は
横
緦 

に
よ
る
繩
張
法
で
行
は
れ
、*

部
の
株
數
は
前
者
六0

1
八
〇
株
六
•〇
>
%、
耻
〇
丨
：1ハ
;0
挪
时
〇
％
訂
對
し
、
後
者
四
〇i

ハ
〇
株
八
' 

.

〇
％
でi

般
に
前
者
•の
方
.が
密
植
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
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